
点検箇所
※1

点検対象
確認日
※2

対象建材
判断結果

※3
劣化、損傷の
具体的箇所※4

写真番号

外観 煙突 2022/XX/YY
躯体:ｺﾝｸﾘｰﾄ

ﾘｼﾝ吹付
― ― 001

煙突口 通気口 2022/XX/YY 陶管 ― ― 002

煙道 頂部～　ｍ 2022/XX/YY 陶管 囲-Ⅱ　通常 003

煙道
深度

ｍ～　ｍ
2022/XX/YY 陶管 囲-Ⅰ　損傷

一部に劣化が認
められる

004

・・・

※1　図面等に点検箇所の位置を付番すること

※2　yyyy/mm/ddにて記載すること

※3　要領に定める判断基準により判定すること

※4　判断基準のうち「囲-Ⅰ　損傷」「囲-Ⅱ　通常」と判定した場合は、当該箇所を記載すること。

点検作業記録票＜＿＿団地＿号棟　煙突No＿＞

（記載例）

会社名
点検者
作業内容

○○株式会社
△△　△△
カメラ調査



写真番号 　001 写真番号 　002

点検箇所 　外観 点検箇所 　煙突口

確認日 　2022/XX/YY 確認日 　2022/XX/YY

判断結果 判断結果

〈備考〉 〈備考〉

写真番号 　003 写真番号 　004　・・・

点検箇所 　煙道 点検箇所 　煙道

確認日 　2022/XX/YY 確認日 　2022/XX/YY

判断結果 　囲-Ⅱ　通常 判断結果 　囲-Ⅰ　損傷

〈備考〉 〈備考〉
囲い込み材の一部に劣化が見ら

れる

写真台帳＜＿＿団地＿号棟　煙突No＿＞

※写真貼付※ ※写真貼付※

※写真貼付※ ※写真貼付※


